
NPO法人母力向上委員会
2021年度活動報告書

NPO法人母力向上委員会
2021年度活動報告書

NPO法人母力向上委員会
〒418－0039
静岡県富士宮市野中1136－5
TEL 0544－78－0741
FAX 0544－78－0324
メール mail@haharyoku.com

母力向上委員会
https://www.haharyoku.com/

ANNUAL
REPORT

2021

特集：PLAYDAY
Co育てアシストプログラム

ベビ＊ステ
市内97％のコンビニが登録

コロナ禍子育て実態調査
380名の声を集めました

知事褒章を
受賞しました

富士宮市と協働で進めている
ふじのみやベビーステーション事業＆

NPO認定型ベビ＊ステ、
今年度も進化しています。

独立行政法人福祉医療機構の助成を受
け、静岡県内でコロナ禍1年の実態を知
るためアンケート調査を行いました。

8月に静岡県男女共同参画社会
づくりに関する知事褒賞を

受賞しました

2021.4.1~2022.3.31



ごあいさつ

NPO法人母力向上委員会とは

NPO法人母力向上委員会は、静岡県富士・富士宮地域で、子育て中の母たちが
運営する子育て支援団体です。
誰にとっても大きなライフイベントとなる「妊娠・出産・子育て」は、ひと
りだけでは難しく、家族、友人、病院、地域、国など、さまざまな助けが必
要です。
私たちは、小さな命を育てる方々が自分で選択した人生を自分らしく楽しめ
るように、妊娠・出産・子育てを受け止め、選択肢を提供し、子育てしやす
い地域を作っていきたいと考えています。
子どもたちがそんな親の姿を見て育ち、生きる歓びを受け継いでいくことで
すべての人たちが生まれてきてよかったと思える社会が実現すると信じてい
ます。

ビジョン
すべての人が生まれてきて
よかったと思える社会

ミッション
妊娠、出産、子育て

×
受容、選択、創造

妊娠出産子育て
シェアサポート事業

事業内容

ふじのみや
ベビーステーション

NPO認定型
ベビーステーション

ふじのみやハハラッチ オンラインコミュニティFcomo

出張託児

レンタルスペース 情報発信 イベント企画企業研修 マーケティング

支援者ネットワーク創業支援

産前産後サポート事業

他

HP

昨年度に続き2021年度も社会が大きく変化する中での活動となり一年間奔走し
てきました。オリンピックパラリンピックの開催、緊急事態宣言、蔓延防止対策
ロシアによるウクライナへの侵攻・・・
妊娠・出産をし、小さな命を守り育てる人にとってこれらの社会変化はどれほ

ど脅威だったことでしょう。この報告書の作成にあたり一年間を振り返り、あら
ためて社会がどのような状況であっても母子が健やかに暮らすことができるよう
な支援を欠かしてはいけないのだと実感し、団体としての活動を止めることなく
継続ができたことと様々な形で御協力いただいた方々に深い感謝を感じておりま
す。2021年度も母力向上委員会を支えていただきありがとうございました。
今年度の私たちは大きく3つの取り組みに力を注ぎました。

実態調査から新事業構築へ
昨年度に引き続き独立行政法人福祉医療機構より助成金をいただき静岡県内

の子育て中の方を対象に「コロナ禍子育て実態調査」を行いました。その結果を
活かして産後一年までのママを対象とした出会いと学びの場「mama college」を
事業としてブラッシュアップし2022年5月よりスタートすることとなりました。ま
た、高校生を主な対象とした「Co育てアシストプログラム」も開発し、社会全体
で子育てするための環境を今後更に拡充していく予定です。

これまでの取り組みの体系化
当団体を今後も存続できるようにするために、これまでの取り組みに関し、

人財・事業・経済の3つの視点から振り返りを行いました。その結果人財育成のた
めのオリジナルキャリアパス・母力の取り組みの見える化が出来、今後団体内外
で活かしていくことが可能となりました。

人財育成
昨年度新たに迎えた人財に対し、教育・フォロー体制を整え1年間かけて育成

してきました。その取り組みが関わる人財全体の心技体の向上につながりました
。

私たちが今後も地域に必要とされ続け存続することこそ、より良い
子育て環境の創出につながると考え、今後も団体の持続可能を追求
し、地域に貢献していきたいと思います。
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妊娠、出産、子育てを支えることは、
すべての人に健康と福祉を提供し、
ジェンダー平等な働きがいのある、
平和なまちづくりをしていくことに

つながります。
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特集：PLAYDAY（妊娠、出産、子育てシェアサポート事業）

妊娠期から子育て期の複合的な課題を持った女性に対する切
れ目ない支援の実践の場として、不安や孤独を抱えた女性を
受容し、必要なケアや支援を1つの会場で同時に行う、産前
産後の居場所PLAYDAYを開催しました。
ログハウスの雰囲気と、先輩ママスタッフの対応で、お母さ
んたちはリラックスし、育児相談や息抜き・休息のとれる空
間となりました。

コロナ禍で、出かけ先がない中、いろい
ろなお母さんと出会えて、リフレッシュ
できました。

子どもをみんなで見てくれるから、自分もリラッ
クスできます！

大人と話す機会がなく、家の中で息が詰まりそう
だった私を救っていただきました

ケアサロン

親子の遊び場

はにかむCafe

参加者の声
ちょこっtalk

事業の効果

FORMEDAY TRYDAY

子連れで仕事や勉強、趣味の手仕事な
どを見守りスタッフ付で安心してでき
る子連れ自分時間、自分の軸探しから
就職準備などの個別相談、スキルアッ
プの講座、一息つけるカフェを同時開
催しました。
2021年度は5回開催しました。

いつかはやってみたいと思っていた講座、お
話会など、やりたいことはあるけれどやった
ことのないママに、スタッフが伴走すること
で、開催までのサポートをしました。
2021年度は、体操・ステンドグラスパネル作
り・子育てコーチングなど、3回実施しまし
た。

親身になって相談にのってもらえました。
子どもとの関わり方が変われそうです

気になっていたサロンのプチ体験ができまし
た。同じ施設内で子どもを預かってもらえた
ので、ゆっくりと自分時間を楽しむことが出
来ました。

託児の方はやさしいし、みんな暖かくて
癒されます！

同じ立場のお母さん同士で、その時話題になったことをテーマ
に少人数で話をする場です。子育てに関する様々な価値観に出
会い、情報交換を行い、仲間づくりの場となりました。

【今年度実施したテーマ】
育児のあれこれ聞いちゃおう
どこで産んだ、どう産んだ
お菓子防災グッズを作ろう
おすすめの絵本とお出掛け先

ランチやアレルギーフリーのパン、オリジナルブレンドコーヒ
ー、カフェインレス飲料の提供をしました。
なかなかゆっくりと昼食の食べられないお母さんたちが、見守
りスタッフに子どもを見守ってもらいながら、ゆっくりと昼食
をとる姿が見られました。

ヘッドスパ、マッサージ、お金の相談など、お母さんたちが一時
的に子どもと離れて、育児や家事で疲れの溜まった心や体のケア
を行います。

妊娠子育て相談

妊娠、出産、子育てに関する様々な悩み・不安などについ
て相談に応じます。
必要であれば協力連携先などにつなぐことで、子育ての不
安や悩みの軽減と安心につなぎます。

参加者1人1人に個別カルテを作り、毎回来場時と退場時に
心身のゆとりが得られたか
自分時間が取れたか
育児の不安や悩みが軽減したか
安心して相談できる場所コミュニティを持てたと感じたか
地域の子育て支援先を新しく知ることができたか

の5つの項目に対して10ポイントでの効果測定を行いました。

来場時より退場時のスコアが上昇し、来場を重ねるごとにスコ
アの上昇がみられました。参加することで上記5つの項目につい
て効果があり、更に参加回数を重ねる度にその効果が上がるこ
とがこの調査によって明らかとなっています。
また、継続して参加した来場者の中には、新規来場者に声掛け
をするなど、ピアサポーターとしての活躍もみられ、子育て中
の女性が活躍し社会に戻っていくことへの自信にもつながるこ
とがわかってきました。

7/16 9/24 10/29 11/19

2/18 3/2
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1/18
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先輩ママがスタッフの、ゆっくりくつろぎ、些細なことが話せ
る場です。子どもは、木のおもちゃや絵本などで遊んだり、デ
ッキへ出て日向ぼっこしたりして過ごします。

開催日

妊娠出産子育てシェアサポート事業では他にも…

富士宮子育て未来ミーティング

市内の子育て支援団体が横につながり、それ
ぞれの得意なことを活かして連携できるよう
研修や会議を行っています。
2021年度は、北海道の社会福祉法人麦の子会
の代表のオンライン講演会を行い連携の大切
さを考え、交流会議を開き来年度以降のネッ
トワークの具体策を話し合いました。

2022

2/9
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特集：Co育てアシストプログラム

2021年度も独立行政法人福祉医療機構より助成金をいた
だき取り組んだ『今を支えて未来を創る子育て環境デザ
イン事業』の中で「Co育てアシストプログラム」を構築
しました。このプログラムは主に高校生を対象として、
子育ての理解を促進し、町で出会う子育て中の人の困り
事に声掛けやアクションでアシストできる人財を増やし
ていくこと、そのアクションによって将来的な受援力を
高める事を目的としています。
より当事者の想いを感じることができるように動画で
リアルな声や様子を伝えたり、体験やワークブック、ワ
ークシートを活用し主体的な学びの促進を狙いとしまし
た。制作するにあたり、男性デザイナーやカメラマンと
ともに打ち合わせを重ねたことは私達にとっても気づき
を得る良い機会となりました。これから多くの高校生に
届けていきたいと考えています。

実際にプログラム実施してきました
プログラム実施概要

第1回：富士宮高校生会議所 参加者数：6名
・日時：12月19日（日）15:00～15:50

第2回：静岡県立富岳館高等学校 参加者数：27名

・日時：2月16日（水）8:50～9:40

子育てしているお母さんの声を聞いて、
今まで手助けできなかったけど、声を
かけて手助けに入ってもいいんだと思
いました。

今回のプログラムは本当に楽しくできたし
自分のためになったことが多いので、学校
などでもぜひやっていただきたいと思いま
した。初めて聞いたワードや考え方も変わっ
たのでこれからの生活に活かしていけたら
いいと思いました。

動画を見て、お母さんたちは本当に苦労をして私たちを育
ててくれたのだと思いました。周りの人に頼ることで心が
少しでも安まることの大切さを知りました。

ベビーカー体験
人形をベビーカーに乗せて動か
してみます。ベルトのつけ方や
動かし方を試します。

ミルク作り体験
ほ乳瓶で粉ミルクを作ってみま
す。人肌にするところまでやっ
てみます。

カートに乗せると足をブラブラ
させることが多くあり、靴を落
とすことも多いもの…。拾って
くれたら助かります！

体験

ワークブック

ワーク
シート動画

参加証明
ツール

子育て中のスケジュールや家事育児時間の国際比較、子育て
の状況についてわかりやすく学べるワークブック。

スーパーに行った時にこのような状況の親子がいたら
具体的な手助けができるかを考えるワークシート。

子育て世代のリアルな声を届ける動画

受講した高校生には、街で困っ
ている子どもに渡すと笑顔にな
れるシール入りのキーホルダー
をプレゼント。

今回は準備段階から冨岳館高校こども福祉コー
スの先生方に相談に乗っていただきプログラムの
実施が実現しました。体験ではみんなで相談しな
がら取り組んでいましたが赤ちゃん人形の触れ方
や哺乳瓶の使い方から戸惑いが見られ主体的な学
びのきっかけとなっていました。また、当事者の
声をもとに生まれた子連れ外出時の困った場面を
細密画で表現したワークシートやワークブックは
先生方にも好評でした。
当事者の生の声がつまった動画は、静かに観入っ
ている姿がとても印象的でした。
高校会議所も含め98%が女子生徒となったため、
今後は男子生徒の受講や大きな集団での実施も含
め引き続きチームで準備をしていきます。

あなたの高校、大学でも
Co育てアシストプログラムを開催しませんか？

今回作成したCo育てアシストプログラムを、みなさん
の高校や大学などで開催しませんか？
時間は1コマ（50分）～2コマ（100分）まで選択でき
ます。教材として、テキストだけ、ワークシートだけ
を購入していただき、先生ご自身が授業を行っていた
だくということも可能なように、今準備中です。

高齢者向けや企業での新人教育など受講者の年齢や対
象層、人数などによってアレンジも可能です。
ご希望がある場合には、まず1度お電話かメールにて
ご相談ください。

Co育てアシストプログラム
開催メニュー（例）

PLAN１（体験・講話・ワークコース）
50分授業×2コマ
1クラス（40人まで）対応

学生1人800円（教材費込）

PLAN２（講話のみコース）
50分授業×1コマ
1学年（250人まで）対応

一式30,000円～（教材費込）

※メニュー料金は、学校向けの特別設定です。
行政、企業の方は料金体系が異なります。

高校生の声
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活動報告：母子保健、家庭教育支援に関する事業

母を受け止め居場所を作る、子どもの育ちを応援する

■topics

子育て中の母たちの居場所を作り、妊娠期から出産、子育てまで切れ目のない支援を目指して
活動しています。公共だけでは担えないコアなニーズに応え、多様な子育てを支え、より自分

らしい子育てができるように支援します。

その 1

●妊娠出産子育てシェアサポート事業 ●mamatalkべいびっち
●セイリの味方講座 ●小中学生のためのドリームマップワークショップ

こんな1年でした

極力対面での事業を開催する努力をした1年でした。
緊急事態宣言中は、家籠りでストレスを感じる母の支援の必要性を感じ、オンライン講座やインスタグラ
ムを活用したライブ配信などにチャレンジしました。
ライブ配信した託児スタッフによる手遊びは、多くの親子に視聴してもらうことができました。
様々な制限のある中で各事業を開催してきましたが、対面することを続けてきた結果、会うことができた
お母さんたちには、その場があることを心から喜んでもらえたため、やめない努力をしてよかったと思え
る1年でした。

□今年度も富士宮市市民交流課からの委託を受け、妊娠出産子育てシェアサポート事業を受託し、6月～3
月に通算17回運営しました。
□今年も、富士宮市健康増進課からの委託を受け、0歳ママの育児の悩みに寄り添う「産前産後サポー
ト事業mamatalkべいびっち」を運営し、4月～3月まで通算14回運営しました。
□生理が始まる前の小学生向けのセイリの味方講座を、7月に1回開催しました。
□小中学生が自分の夢をじっくり考える時間を持つドリームマップワークショップを8月に1回開催しまし
た。

■日 時：12月16日（木）10:00～12:00
■場 所：さぁどぷれいすSAN
■講 師：稲葉寿美江さん（sunsetwave）
■参加者：6名

TRYDAYとは 「いつか教室や講座、お話会をやってみたいと思うけど、何から始
めればいいのかわからない」と思っているママと一緒に、スタッフが伴走しなが
ら、企画・運営・サポートするママのチャレンジ企画です。

12月のこの回は、いつかは教室を開きたいという稲葉さんのチャレンジ企画で、
キャンセル待ちが出るほどの人気講座となりました。自分の好きなパネルを選び
はんだごてで接着。そして、接着面を磨くという制作工程はとても簡単でしたが
光が漏れて優しい気持ちになれるような素敵なステンドグラスパネルが完成しま
した。

TRYDAYでは、2021年度は3名の企画・運営をサポートしました。スキルを持って
いるのに、発揮できる場がなかなかないママたちに活躍の場を用意することがで
きました。そして、今回の講座開催がチャレンジしたママたちの自信につながり
次への意欲へとつなげることができたと感じています。今回参加された方々の地
域での今後の活躍が楽しみです。

■日 時：11月10日（水）12:30～14:00
■場 所：さぁどぷれいすSAN
■講 師：小野麗佳さん（NPO法人母力向上委員会）
■参加者：8名

やりたい事を明確に持っている方から友達と何かやりたいと漠然とした方まで幅広
い方に参加していただきました。講師の方の経験から企画する上での手順やターゲ
ットをどう絞るか、広報から開催までのスケジュールの立て方などをわかりやすく
丁寧に説明していただきました。

今年度スキルアップ講座は5回開催しました。
託児付きでの開催だったので、短時間でも子どもと離れ、リフレッシュする機とな
りました。自分を見つめる時間の確保は日常ではなかなか難しいですが、講座に参
加することでその時間を確保し、気分転換やスキルアップの場を提供することがで
きました。限られた時間の中で、子育て以外にも何かやりたいと考えている女性は
多く、そのために何をしたらよいか、どうしたらいいか考えている人のスキルアッ
プの場となっていました。
また、新型コロナウイルスの影響もあり、なかなか家族以外の人と交流する機会が
少なくなっている今、リアル開催できたことで自分の意見を話す、自分以外の意見
を聞くことで新たな発見や自分の気づきの場となりました。

TRYDAY ～窓辺に優しい光を・・・
「ステンドグラスパネル」作り～

FORMEDAY スキルアップ講座
「企画のキ～やってみたいをカタチにするコツ～」
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活動報告：男女協働参画に関する事業

男性も女性も共に子育てに参画するために

■topics

その 2

●女性創業者支援事業 ●託児事業
●ふじのみやハハラッチ事業 ●講師登壇、講師派遣

こんな1年でした

■日 時：11月17日（水）10:00～14:00
■場 所：さぁどぷれいすSAN
■参加者：7名

女性も男性も共に社会参画しながら子育てできるように、起業したい女性を応援する講座を開催し
相談に乗ったり、ライター活動が社会参加のきっかけになるよう支援したり、託児付の講座や研修を行います。

□今年度も富士宮市商工振興課からの委託を受け、女性のための創業支援事業を受託し、9月～11月
に通算4回運営しました。
□今年度も富士宮市市民交流課からの委託を受け、ママライターを育成し富士宮市の魅力を発信する
「ふじのみやハハラッチ」事業を運営しました。第6期生として7名のママライターを育成し、
110回の記事掲載をしました。
□独自の託児チームを育成し、年間を通して40回の託児依頼を受け、169名の子どもたちを託児しま
した。
□代表理事の塩川祐子が講師として5回登壇しました。

子育てしながら自分にできることを探し、社会とつながっていると実感できるお母さんたちが増えて
いければという目的で、お母さんの活躍の場所を創っています。
自分のスキルを活かして好きを起業にしたいと、コロナ禍でも創業希望者は増えています。起業も
「はたらく」の選択肢のひとつです。女性創業支援事業は令和3年度で5期目を迎え、富士富士宮地域
で起業したい女性のはじめの一歩の支援を継続しています。
また、７期生を輩出したふじのみやハハラッチ事業では、先輩ライターの活動を見ていて、憧れてい
ました！転入してきた富士宮で、子連れで自分にできることを探していてやっとみつけました！とい
ったライターが誕生、デビューしています。
託児事業では、研修を受けた託児スタッフが、こうしたお母さんたちの活躍、学びを支えていて、
「ママが笑顔になる託児」を目指して活動しています。

自分のスキルを活かして起業したい女性向けに連続4回の講座を開催。なりたい未来
を1回目に描き、2回目ではビジネスプランに落とし込みました。3回目の講座で収支
計画を立て、最終回の4回目は、これまでの講座を通して作り上げたビジネスプラン
と今後の行動計画を一人ずつ発表し、講師からのアドバイスを受けました。受講者
同士アドバイスやエールを送り合い、互いに今後の活躍を誓いました。

子育て中の女性の創業支援・相談サポート、潜在スキルのある女性を発掘、支援す
るために、キッズスペース付きのワークスペース、創業に関する講座・創業希望者
の交流会・創業相談のプログラムを１施設に設け、ワンストップで創業を支援する
場を提供しています。少人数連続参加制でアドバイザー、他の参加者との距離が近
く、より深く学べることで参加者の満足度を高めています。
富士宮市の創業、経営をサポートする機関「ビジネスコネクトふじのみや」と参加
者をつなげて、講座終了後のアフターフォローで継続的な支援の体制を作っていま
す。
5期目となる女性創業支援事業では、これまでの講座参加者が先輩起業家として登場
したり、経験談を語ってくれたり、モデルケースとなって次期創業者を後押しし、
応援する存在となっており、この事業から地域に女性創業者を送り出しています。

start up cafe～私の起業ことはじめ～

FORMEDAYでは午前と午後の講座があり、受講される方のお子さんの託児をしました。
室内でおもちゃで遊んだり、テラスに出たりお子さんの様子に合わせながら託児を行
っています。
託児利用された方からは、お子さまを託児に預けることで、講座に集中でき、自分の
ために時間を使うことがができたと、嬉しい言葉を聞くことができました。
また、2階ワークスペースを利用でお子さん連れの方が来場されたときには、1階リビ
ングで託児スタッフがお子さんの様子を見守ったり、一緒に遊んだりするように働き
かけました。
ワークスペース利用の方からも、在宅でのパソコン作業などは、途中で作業が中断し
てしまうことも多いが、子どもと少し離れることができることで、作業にとても集中
できたとお話を聞くことができました。また、同じ建物内なので、託児スタッフと遊
ぶ我が子の姿も確認することができ、その点も利用される方の安心感につながったよ
うです。

託児スタッフも有資格者、託児ボランティア経験者、子育て中のスタッフなど、それ
ぞれが持つ経験を活かしながら、お子さんの安全安心を第一に託児に取り組んでいま
す。

■日 時：2022年1月28日（金）10:00～14:00
■場 所：さぁどぷれいすSAN
■参加者 ：9名

FORMEDAYでの講座託児と見守り
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活動報告：子育て支援に関する環境デザイン事業

子育てしやすいまちづくり、環境作り

■topics

オンラインでも繋がり合えるオンラインコミュニティで情報発信を行ったり、外出しやすい環境を作る
ベビ＊ステ事業や、高校生に子育て応援団になってもらう講座構築、いざという時にも助け合える支援者

ネットワーク構築など、子育てしやすい環境作り、町作りに力を入れています。

その 3

●独立行政法人福祉医療機構助成事業 ●ふじのみやベビーステーション
●オンラインコミュニティFcomo ●NPO認定型ベビーステーション
●静岡県防災ネットワーク ●岳南朝日新聞コラム ●情報発信
●富士宮子育て未来ミーティング

こんな1年でした

■日 時：11月16日（火）10:00～14:00
■場 所：富士宮駅前商店街十六市
■参加者：アサヒ飲料株式会社、駅前商店街、

富士宮市役所、母力向上委員会

□独立行政法人福祉医療機構助成事業に取り組み、コロナ禍での実態アンケートで380名の声を集
めました。また、高校生向けのCo育てアシストプログラムを構築しました。
□オンラインコミュニティFcomoを運営し、認知を広げるためリアルイベントを開催し576名の来場が
ありました。またInstagramLIVEを3回運営し、視聴回数は合計738回になりました。
□今年も富士宮市市民交流課から委託を受け、ふじのみやベビーステーション事業を運営し、ベビ＊
ステは市内87件に拡大しました。現在市内97％のコンビニがベビ＊ステ登録されています。

本年度、初開催となったベビ＊ステマーチ。
11月の児童虐待防止月間にあわせ、ベビ＊ステではインスタキャンペーンなどさまざま
な取り組みを計画し、その一環として、ベビ＊ステが大事にしている「みんなで子育て
・みんなが仲間」というメッセージを市民の皆さんに広く知って頂きたいという想いか
ら、十六市で横断幕やのぼりを持って練り歩くベビ＊ステマーチを企画しました。

当日はお天気に恵まれ、街頭の方々から温かい応援を頂きながらの開催となりました。
サンプリング会場や１DAYベビ＊ステでも「どういうことをしているの？」と興味津々で
聞いてくださる方がたくさんおり、来場された多くの方にベビ＊ステを知って頂く機会
となりました。

また、このベビ＊ステマーチの模様はNHKの「たっぷり静岡」の放映や、静岡新聞に掲載
され、県内の方々にベビ＊ステを広く知って頂くことにも繋がりました。
イベント企画を通して、駅前商店街の皆様やアサヒ飲料株式会社様、ベビ＊ステ登録コ
ンビニ様などたくさんの方々にご協力を頂き、みんなでまちづくりをしているというこ
とを身をもって感じました。

コロナ禍2年目となった2021年。妊娠・出産・子育てをめぐる環境はますますその影響を受けて厳しくなりました。オミ
クロン株の感染拡大は乳幼児含めこども達の間でも蔓延し、年度末になっても子育て支援の機能がストップしてしまう状
況があります。そのような中ですべての事業の開催に際し感染防止対策を徹底し計画も数パターン準備し本当に必要な支
援とは何か？今必要な支援とは何か？を考えながら運営をしてきました。
助成金事業ではその一環として静岡県内の妊娠中から4歳未満児を子育て中の方を対象に「コロナ禍一年パパママ実態調
査」に取り組み現在の子育ての課題とニーズの把握に努めました。その結果最も求められるのが対面での支援であること
がわかりました。支援を止めてはいけないと改めて実感するとともに、支援の選択肢があることの重要性も実感しまし
た。また子育て当事者をとりまく環境として出会う人の受容力を上げることで子育てのセーフティネットとして機能すべ
く『Co育てアシストプログラム』を開発し実施しました。これから受講者を市内外に増やすことでこのコロナ禍であって
も安心して外出をし子連れで活動が出来る社会の構築に一歩前進をしたと感じています。
イベントなどもなかなか開催されず、人に出会いにくい今、乳幼児子育て中の方が心身共に健全でいることができるよ
う、今後も当事者の声や経験者の知恵を活かして子育て環境をデザインしていきたいと思います。

■日 時：12月15日（水）13:30～15:30
■場 所：オンラインZOOM開催
■参加者：子育て支援に関わる行政関係、子育て支援セン

ター、放課後等デイサービス、助産院、ナーシ
ングドゥ―ラ、市議会議員、他各支援団体、個
人活動家等 32名

富士宮市の子育て支援に関わる団体、企業、行政、個人が垣根を超えて地域の子育て
支援を考える支援者ネットワーク集会「富士宮子育て未来ミーティング」を2年ぶりに
開催しました。ご講演いただいた、北川さんが立ち上げられた社会福祉法人北海道麦
の子会さんは児童発達支援を中心に保育園、里親、ファミリーホーム、放課後等デイ
サービス、クリニック、カウンセリング、等多岐にわたる支援事業を展開されており
その実践と連携の様子などについてお話いただきました。

その後参加者同士4～5人のグループで感想をシェアし、今後どのように連携を市地域
の子どもと家族を支えていくかについて意見交換を行いました。参加者からは「モチ
ベーションがあがった」、「子育ては成人期までつながりのあるサポートが有難い。
多方面のつながりを意識に入れていきます」等の感想が聞かれました。今回は新たに
活動を始めた方の参加もあり、支援力の高い内容を共有し話し合うことでこの地域の
子育て支援の横のつながりを作り地域全体の支援力を上げる機会となったと感じると
ともに、今後もこのような働きかけは必要だと感じています。

ベビ＊ステマーチ～みんなで子育てみんなが仲間～

富士宮子育て未来ミーティング
「子育ての村を作ろう～多様な子育てを支えるために～
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活動報告：その他法人の目的を達成するために必要な事業

子育てに関するイベントや講座、情報発信の企画、運営、配信

■topics

地域のみなさまと協働で、子育てに関するイベントや講座、情報発信の企画や運営などを行います。

その 4

●静岡ガス富士宮営業所イベント企画運営 ●家庭教育講座
●情報配信サービス ●卒乳お祝いビール発売

こんな1年でした

FUJIYAMAHUNTERSBEER×母力 卒乳お祝いビール「完！PAI」

■発売日：2021年6月
■価 格：1本720円（売り上げの一部を母力に寄付していただいています）
■販売本数：6月約600本、10月約400本（全て完売）

※現在は売り切れとなっています。

フジヤマハンターズビール HP→https://fujiyama-hunters-beer.com/

静岡ガス富士宮営業所イベント
「食とエネルギーのプチマルシェ」内 子ども秋祭り

●日時：2021年11月6日（土）、7日（日）10:00～15:00
●場所：静岡ガス富士宮営業所
●内容：子ども秋祭り（小学生が店員さんの出店）

輪投げ屋、駄菓子屋、落書きせんべい屋、スーパー
ボール屋、くじ引き屋、釣り屋 の6出店

●来場者数：延べ457名（子ども秋祭り立ち寄り人数）

□静岡ガス富士宮営業所様のイベントの中で、子ども秋祭りを11月に運営しました。2日間で延べ18名
の子どもたちがスタッフとして活躍し、約457名のお客様にお楽しみいただきました。
□Mama`s smaileしずおか様と協働で家庭教育講座を2回開催しました。
□地域の企業様のご依頼を受け、子育てに関連する情報を発信しました。年間20件のご依頼を受けまし
た。
□フジヤマハンターズビール様とのコラボで、卒乳記念ビース「完！PAI」が発売開始されました。

2021年6月にフジヤマハンターズビール様とのコラボビールが発売となりました。
つねづね、妊娠中から母乳育児中はお酒が飲めないママが、子どもが卒乳したお祝い
に飲めるアルコール飲料が作れたらいいね、とスタッフで話していたのですが、同じ
考えをもったフジヤマハンターズビールさんと出会い、このアイデアが実現いたしま
した。
その名も「完！PAI」母乳育児が終わったことと、子どもの成長に乾杯するという意味
でこの名前にしました♪
ビールは、アルコール度数控えめで、香り豊かに、地ビールらしい華やかな味と、少
し甘い後味に仕上がっています。卒乳はママにとって、嬉しくも寂しくもある節目で
す。今日まで頑張ったママの卒乳記念に購入しました、という声もいただいていて本
当に嬉しい限りです。
限定醸造でしたので、現在は購入することができませんが、またいつか再販の情報が
入った時には、みなさまにご案内いたします。
売り上げの一部は、 フジヤマハンターズビール様から母力に寄付していただいており
ます。

静岡ガス富士宮営業所様主催のイベント「食とエネルギーのプチマルシェ」の中で、子
ども秋祭りを運営しました。
コロナ禍で、お祭りなども少なくなっているので、来場する子どもたちにお祭りの雰囲
気を楽しんでほしい、またお店側の体験もこどもたちにしてもらうことでコミュニケー
ション力や責任感を養ってもらえたらと企画。当日は小学2年生～6年生の子どもたちに
お店のスタッフになってもらいました。
事前準備は大人が進めましたが、当日は集合してから担当のお店を決めるところから行
い、物品の準備や釣り銭の計算確認を行ってイベントがスタート。かわるがわる来るお
客様に、積極的に声かけもして、お店を運営する側の気持ちや衛生管理、呼びこみなど
も行い、いきいきとしていました。イベント終了後の片付けや売り上げの計算まで責任
をもって行い、子どもたちの力を感じました。
また、来場されたお客様も、2.3歳の子から大人まで、輪投げやスーパーボールすくい、
落書きせんべいなどを楽しんでいただき、喜びの声をいただくことができました。
今後も、子どもがスタッフのお祭りイベントを開催していけたらと思っています。

様々なイベントや講座が開催中止となっていた中、感染状況を注視しながら企業様とのコラボレーション
でイベントや講座を開催することができたことは子どもとの行き場を失っていた親子にとっては気分転換
の場になりました。
母子を支えていくために、今年度はチームで、ペアで取り組みやスキルなどの振り返りを行うことで個人
団体として新たな挑戦ができるように伴走型の人財育成を試みました。リーダー研修では互いに強みを活
かしレクチャー会を行い知識とスキルを高め合う時間を持ちました。また母子支援において多様なケース
に対応できるよう相談員の研修を行うとともに事務局とともに受け入れ態勢を整えました。託児チームに
おいても乳幼児の命を預かる時間を安全に維持するため昨年度に増して研修を深めました。
またスタッフ一人一人が自ら成長し働きやすい環境を整えるためにオリジナルのキャリアパスを作成しま
した。これらの取り組みは組織基盤を整え、母子への直接支援及び取り巻く環境へのアプローチの両面の
取り組みに対し成果に繋がっていくものと思われます。

今後この活動が妊娠・出産・子育てを機に職場と離れた女性の活躍の場、社会復帰の準備の場としても活
かしていくことができるように企業様に対し育休中のケアの場として提案をしていきたいと思います。
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数字で見る母力

2022年3月度現在

令和3年度静岡県男女共同参画社会づくりに関する知事褒賞を受賞しまし
た。この賞は、男女共同参画を積極的に行う個人、団体、事業所を静岡県
が表彰するもので、富士宮市にご推薦頂き、「チャレンジの部」での受賞
となりました。
8月には県庁で表彰式があり、知事からは、『母力という名前がまずいい！
孤育てという言葉聞かれるくらい、1人で子育てすることが不安というお母
さんがいる中で、ネットワークがあることが助けになる。そのネットワー
クを作るだけでなく、ここから何ができるかを考え、どんどん新しいこと
にチャレンジし続けていることがよい。お母さんたちが活動している組織
なので、存在自体が励ましにつながっている組織だと感じる。これからも
頑張ってください。』 という主旨のお言葉をいただきました。また、11月
には富士宮市長を表敬訪問させていただきました。
受賞は、日頃から母力の活動にご理解ご協力いただいている全ての方々の
おかげと感謝しております。

▶アンケートより

令和3年度独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業『今を支えて未来を創る 子育て環境デザイン事業』の一環として、コ
ロナ禍1年パパママ実態調査を実施しました。2021年10月時点で妊娠中又は4歳未満児の子育て中の静岡県在住の男女380名に回答を
いただき、現状の生活状況、育児困難感、外出の状況などに関する質問を行い、現状を把握しました。アンケートの結果から明ら
かとなった現状と課題や必要な支援については、県内の子育て支援関係者と共有し、今後の子育て支援に活かしていきたいと考え
ています。

DATE -コロナ禍1年パパママ実態調査-

DATE -シェアサポート事業ピアスタッフアンケート-

コロナ禍妊娠子育て

精神的健康状況

47.0
％

精神的
健康状態が

悪い

世界保健機関が精神的健康の測定指標として
推奨する「WHO-５精神的健康状態表」を利用
し、精神的健康状況を測定しました。

相談先の有無との関係性

42.7％

69.7％

頼り先の有無との関係性

37.7％

59.9％

調査では36問の
設問に回答いただいています。
詳細が知りたい方はこちらより

ご確認いただけます。

妊娠出産子育てシェアサポート事業では、当日の現場スタッフとしてピアスタッフを採用しています。（ピア＝当事者）来場者に
よっては、少し先輩のママがスタッフをしていることで安心感や親近感があり、ピアスタッフにとっては育児中心の生活で社会か
らの孤立感や自己肯定感が下がっていることもある中で、誰かの役に立っているという実感や、子育て経験を活かすことができた
という自己有用感などを感じることができ、社会復帰への1歩となります。当団体では、子育てと社会とつなぐ段階として、子育て
中の女性が子育てしながら活躍できる場を創ることが団体の存在意義の１つであると考えています。

http://bit.do/koronakajixtutaityousa

Ｑ.スタッフ業務でこれまでの子育て経験を
活かすことができましたか

Ｑ.スタッフ業務が社会に参加して
いるまたは活躍していると感じ
る場となりましたか

はい
95.6
％

令和3年度関東商工会議所連合会ベスト・アクション賞を受賞しまし
た。この受賞は、商工会議所活動に関連して、女性の起業支援や、ベ
ビーステーション事業など子育てをサポートする事業を評価いただけ
てということです。関係者のみなさま、商工会議所のみなさま、あり
がとうございました！

創立

周年

13
187
年間事業数

回

寄付金額

120
千円

参加者
延べ人数

4,753
人

メンバー数

３６
人

公式Instagram
フォロワー数

2,988
人

賛助法人
会員数

24
法人

▶受賞
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はい
100
％



Record of past media coverage
ーメディア掲載ー

テレビ、新聞での事業紹介など

岳南朝日新聞でのNPO法人母力向上委員会コラム掲載（毎月第2木曜日掲載）
「お母さんに必要なチカラって何だろう」

スタッフの声

スタッフの声

スタッフの声

「子育てって幸せだけどこんなに大変だったのか！！」これが出産後の私の正直な感想です。

結婚前は仕事もそれなりに頑張ってきて、体力にも自信があった私ですが、自分の命より大切な我が子が
産まれて、この子に何かあったらどうしようとありもしない未来を想像して涙ぐんだり、泣き止まない我
が子に右往左往していました。自分はもっとちゃんと色々できると思っていたのに、何て非力で無能なん
だ！と、毎日打ちひしがれていました。大阪から来て周囲に友達もおらず、産後のホルモンバランスの乱
れもあり、精神は不安定、孤独感でいっぱいでスタートした私の子育て生活でした。
とにかく外に出ようと子連れで行ける色々なイベントに参加し、その一つが母力向上委員会の講座でした
。何度か母力のイベントに参加する中で、子育てはしっかりしたいけど、仕事を通して自分自身も成長し
たい、という欲張りな私にスタッフの方が声を掛けて下さり、今はベビステ事業のスタッフとして働いて
います。
先輩や同年代のママばかりの職場ですので、何気ない話の中で子育ての不安を聞いてもらったり、共感し
てもらったり。ベビ＊ステ事業は子育て支援の事業ですが働きながら私自身の子育てを応援してもらって
いるという気持でいっぱいです。
職場だけではありません。責任もって子育てしなければならないというプレッシャーに押しつぶされそう
になっていた私は、外出先で何気なく声をかけてくれたたくさんの人達に救われてきました。
「子どもは泣くのが仕事だよ」と声をかけてくれたおじいちゃん、スーパーで靴下を拾って追いかけてく
れた店員さん、走り回る上の子に声をかけてくれた女性。

街で今まで私を助けてくれた人がいたように、私も事業を通して子育てで孤独を感じているお母さん
に、「1人じゃないよ」と伝えることができたらいいなと思いながら仕事をしています。また、仕事を通し
てたくさんの方と出会い、お話を聞けることは私の人生において大きな糧となっています。これからも頂
いてきたものを少しでも返していけるように、私自身が輝いて生きていけるように働きたいと思います。

佐野沙保里
母力スタッフ歴３年目

深澤仁美
母力スタッフ歴２年目

望月希久枝
母力スタッフ歴2年目

私は元々、母力向上委員会主催のイベントや講座の参加者でした。県外から転入してきた私は、子
育てを見知らぬ土地＆知り合い0という状況というのもあり子連れで参加できるイベントや講座はと
てもありがたかったです。その母力向上委員会はママたちが運営していることを知り、中には子連
れでスタッフをされている方もいて、子連れで仕事ができる職場ってすごい！！と驚きと感動を今
でも覚えています。
そして昨年から私はスタッフとしてベビーステーション事業のお仕事をさせてもらっています。こ
れまで経験してきた仕事とは全く違い、PCスキルもなければいろんな方とお話するスキルもなく、
加えて自己肯定感の低さもあり、「これで大丈夫なのかな？」と不安な気持ちもありました。
また家庭とのバランスをとることや、ON/OFFの切り替えができずに最初は苦戦しました。ですが、
優しさと頼もしさに溢れた先輩たちの的確なフォローやアドバイスの数々、定期的な振り返りのお
かげで自分の仕事への意識も変わり、家庭との両立にも悩むことが少なくなりました。
母力向上委員会の中ではベビーステーション事業以外に創業支援やシェアサポート事業、広報や託
児など様々な事業があり、チャレンジしたいという気持ちを大事に考えてくれるのがとてもありが
たいと感じています。Co育てアシストプログラムの構築チームにも参加し、完成するまでの1年を見
ることができました。みんなの取り組む姿勢からは良い刺激しかないので、たくさん刺激を受け、
自分のモチベーションもグッと高まり、仕事がとても充実していて楽しいと感じる1年でもありまし
た。
母力向上委員会で良かったなと常々に感じることは、どんな自分（自己肯定感が低い等）でも受け
止めてくれて、1つの仕事に対して振り返りをすることで自分の成長が客観的に見える＝自己肯定感
のUPに繋がるということです。それと前年から引き続きコロナ禍でしたので、子どもの通う園が休
園というイレギュラーなことが起きてもオンラインで会議をするなど臨機応変に在宅ワークに切り
替えて継続して仕事をすることができたり、子どもが夏休み等の長期休みの時に子連れ出勤できた
ことは母力向上委員会ならではだと思いますし、とてもありがたいです。
スタッフ2年目の今年も初心を忘れずに、誠意を持って取り組んでいきたいと思います。

私が母力スタッフになったきっかけは、長女が0歳の時に「お産を語る会」に参加したことでした
。初めての出産、大変だったという想いしかなく、周りに出産している知人も少なかったため、
改めて出産を語るということに気恥ずかしさと不安がありました。それが、様々な方の出産を聞
くことにより、人それぞれのお産があり、ドラマがあるということを知り、前向きに感じること
が出来たように感じます。それからは、母力の講座がある度に参加するようになり、地元でない
私でも友達が出来、長女と一緒に充実した日々を送ることが出来ました。
その時は、別で仕事をしていましたが、気になる講座には積極的に参加するようにし、母力は私
の子育てにはかかせない存在でした。子どもの成長と共に自分も学び、共に自身も成長出来ると
いうそんな講座が多くありました。私の中の原点でもあるバランスボールを使っての講座では、
ボールで弾んでの寝かしつけを学び、長女から三女まで我が家の定番となっていました。他にも
妊娠時期から、産後まで様々な講座に参加し、楽しく学ぶことが出来ました。また、一参加者だ
った私にも気軽に声を掛けて下さる優しいスタッフの方が多く、そんな母力の温かさに常に助け
られていたと思います。
私自身がたくさん助けられてきた母力の一員になりたいな～とうっすらと思い続けて数年、そん
なところ、スタッフ募集のお知らせを目にしました。これはやるしかない！と応募しました。そ
して、そんな強い想いが通じてくれたのか、私はめでたくスタッフの一員となり、広報担当とな
り、ホームページの更新、Facebook、Instagram、LINEなどあらゆる広報を担当することになりま
した。どのようにしたら、必要としている方の元に届けられるのか、興味を持ってもらえるのか
と、まだまだ勉強不足なことが多い毎日です。ただ、参加した方からの嬉しい言葉などの報告を
見ると、母力の仕事に少しでも貢献できているのかなと嬉しく感じ、同時にやりがいも感じます
これからも、一人でも多くのお母さんたちが笑顔になれることを願い、母力と共に日々邁進して
いきたいと思います。
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賛助会員のみなさま（順不同、敬称略）2021年度財務報告（2021年4月1日～2022年3月31日）

第一建設株式会社 株式会社かごや ㈱アドライン ナーサリーOHANA セキスイハイム東海㈱

株式会社エイワンスポーツプラザ 株式会社シーエーティーイデキョウ住まいの発見館CAREROOMS Mama`sSmileしずおか

富士・富士宮地区
エスパルス地域事業応援団

株式会社ダスキン富士宮有限会社
カボスメディアワークス

富士宮清掃有限会社

託児所もこちゃんハウス

こぱんはうすさくら

医療法人社団真厚会
いいずみファミリークリニック

SOCIUS VALUE 株式会社 株式会社トイント 落語家・天台宗道心寺住職
露の団姫

私たちの活動は、多くの方々のご支援で成り立っております。
みなさまのご支援により、富士富士宮地域の子育て中の方々を

受け止め選択肢を届け、子育てしやすい環境を作る活動が継続できております。
改めて感謝申し上げます。

有限会社カボスメディアワークス様

母力向上委員会の皆様との
ご縁も大事にして、さらに横の
連携で力を合わせて地域の環境を
良くしていきたいと思います。
また、子育てしながら在宅でITの
仕事ができないか、というような
相談も多く寄せられます。

お母さんがイキイキ元気に日々を
送ることが出来るようなサポート
も提供できれば良いな、と

考えています。

賛助会員に
ついての
詳細や

お申し込みは
こちらから

株式会社磯辺建設

勘定費目
金額（単位：円）

今期（2021）（A） 前期（2020）（B）増減額（A）－（B）

経常収益 受取会費 496,000 429,000 67,000 

受取寄付金 119,000 612,232 △ 493,232 

受取助成金 4,151,000 2,600,531 1,550,469 

事業収益 10,217,781 10,216,741 1,040 

その他収益 52 2,360,040 △ 2,359,988 

経常収益合計 14,983,833 16,218,544 △ 1,234,711 

経常費用 １．事業費

人件費 6,206,575 5,636,000 570,575 

諸謝金 633,159 514,362 118,797 

広告宣伝費 157,000 68,999 88,001 

業務委託費 2,751,030 330,000 2,421,030 

印刷製本費 727,527 827,631 △ 100,104 

消耗品費 758,316 542,692 215,624 

賃借料 452,730 406,300 46,430 

保険料 70,053 74,698 △ 4,645 

租税公課 2,200 2,000 200 

旅費交通費 381,288 1,863,811 △ 1,482,523 

通信費 312,812 275,370 37,442 

支払手数料 18,645 16,940 1,705 

会議費 17,865 26,488 △ 8,623 

諸会費 1,100 0 1,100 

新聞図書費 21,918 1,430 20,488 

研修費 64,468 91,271 △ 26,803 

取材費 9,000 18,015 △ 9,015 

外注費 317,475 441,450 △ 123,975 

雑損失 0 320 △ 320 

事業費計 12,903,161 11,137,777 1,765,384 

２．管理費

人件費 1,118,127 527,255 590,872 

広告宣伝費 101,484 252,304 △ 150,820 

業務委託費 190,000 15,000 175,000 

水道光熱費 159,317 125,741 33,576 

印刷製本費 61,073 35,866 25,207 

事務用品費 26,678 9,346 17,332 

消耗品費 195,636 184,887 10,749 

賃借料 775,174 720,000 55,174 

保険料 49,935 25,910 24,025 

修繕費 0 132,682 △ 132,682 

租税公課 2,650 3,950 △ 1,300 

交際費 5,761 19,808 △ 14,047 

旅費交通費 19,997 30,000 △ 10,003 

通信費 53,878 95,048 △ 41,170 

支払手数料 13,407 16,564 △ 3,157 

会議費 6,933 4,900 2,033 

諸会費 135,390 118,000 17,390 

研修費 20,500 41,070 △ 20,570 

支払寄付金 5,000 40,000 △ 35,000 

外注費 0 69,300 △ 69,300 

備品費 119,971 0 119,971 

管理費計 3,060,911 2,467,631 593,280 

経常費用合計 15,964,072 13,605,408 2,358,664 

当期正味財産増減額 △ 980,239 2,613,136 △ 3,593,375 

前期繰越正味財産額 9,552,043 6,938,907 2,613,136 

次期繰越正味財産額 8,571,804 9,552,043 △ 980,239 

受取会費
このうち賛助会員費は39万6千円でした。
今後も賛助会員様のご理解ご協力、ご支援
と共に活動していく所存で、賛助会員様を
拡大していきたいと考えています。

受取寄付金
昨年度より約50万円の減収となっていま
す。寄付のご支援をいただける法人を今
後も目指して参ります。当法人の活動内
容を明朗化して、月額寄付や事業指定寄
付などのメニューを設け、ご支援へのつ
なげやすさを目指していきます。

受取助成金
昨年度に引き続き、独立行政法人福祉医
療機構社会福祉振興助成事業（WAM助成事
業）に挑戦し、子育て環境をデザインす
るプログラム構築を行いました。また、
（株）デンソー様よりデンソーグループ
はあとふる基金の助成をいただき、居場
所事業の質向上に活用させていただきま
した。

事業収益
委託事業874万5千円、自主事業147万2千
円と委託事業の割合が事業全体の85％を
占めています。委託事業のみに頼らない
経営を目指します。

業務委託費
交通費支払いのボランティアスタッフだ
けでなく、より優秀なスタッフに関わっ
てもらえるように、業務委託のスタッフ
を増員しました。安定して事業を提供で
きる体制づくりに努めています。

通信費
事業のオンライン化、オンライン講座の導
入、スタッフの在宅ワークなどに対応でき
るようWi-Fi代などが増えています。

管理人件費
法人の更なる安定運営を目指し、経理・総
務を担当する管理部門の事務局スタッフを
1名雇用しました。

貸借料
事務所兼居場所として「さぁどぷれいす
SAN」を拠点利用として維持しています。
団体内利用だけでなくレンタルスペースと
しての貸出への展開、「地域に開かれた居
場所」を今後も目指していきます。

当期正味財産増減額
2021年度は約100万円の赤字となっていま
す。新しいスタッフを迎え入れ育成し、
構築したプログラムの展開、新しい事業
展開に向けて、体制を作るための人件費
に充てました。※貸借対照表・活動計算書・財産目録は、当法人 のWEBサイト に開示しております。

静岡県労働金庫
富士宮支店

静岡県労働金庫
富士支店

株式会社丸繁
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■企業版ふるさと納税
アサヒ飲料株式会社

■ベビ＊ステ寄付型自動販売機
有限会社アサギリ
株式会社岳南朝日新聞社
有限会社櫂工務店

■イオン幸せの黄色いレシート
イオンリテール株式会社
イオンスタイル富士宮

■その他
フジヤマハンターズビール



2022年度の取り組み

その 1

3その

新規自主事業
mamacollegeの開催

2その

新規自主事業
Co育てアシストプログラム

自主事業
オンラインコミュニティFcomo

母力を応援

インターネットを通じて知ることから1

ギフトをプレゼントして応援する2

ボランティアに参加する3

お金で支援する4

賛助会員になる5

SNSで活動の様子やイベント情報などを発信しています。

NPO法人母力向上委員会 haharyoku

haharyoku母力向上委員会

HP

オンラインコミュニティFcomoチケットを
出産祝いなどでプレゼントできます。
会員3ヶ月プラン2,200円～

詳細
お申し込みは

毎月1回CLEANUPDAYという集中清掃日を設けています。
開催日はHPで確認できます。お手伝いしていただける方を
随時募集しています。
また、冬期はメイン暖房が薪ストーブとなるため、
薪のご寄付や薪割りのボランティアさんも大歓迎です。

ご寄付で活動を支えていただけます。
毎月のご寄付、都度のご寄付を
選択いただけます。

ご寄付の
お申し込みは

賛助会員

個人…年3,000円～
法人…年10,000円～

法人の方で、母力とつながって何かしたい、
一緒に地域課題を解決したいという方は賛助会員になって
ぜひ活動をサポートしてください。
賛助会員の皆様には、定期的に活動報告をメールで
お届けするほか、HP上でお名前を掲載します。

2020年10月よりサービスを開始したオンラインコミュニティFcomo
は、今年度3年目を迎えます。
富士富士宮地域で子育て支援してきた13年間の中で知った、子育て
世代に優しいサービスがあるお店やオススメスポットの情報を配信
したり、会員のみなさまから寄せられる子育ての疑問や質問、相談
に、会員さま同士や先輩ママとして返答したりすることで交流を深
めています。
初年度、2年目は、独立行政法人福祉医療機構様の助成事業に採択
され、運営の1部は助成金から賄っておりましたが、2022度からは
完全に自主事業となります。
よりよい情報をお届し、コロナ禍でも
家にいながら情報を受け取れたり、
悩みを解決できたりする１つのツール
として、地域の母たちのお役に立てるよう、
より一層努力していきたいと考えており
ます。4月より、オンラインコミュニティ
Fcomoの会員チケットを出産祝いなどでプ
レゼントできるFcomoギフトもサービス開
始致しました。

皆様の周りの妊婦さんや0歳ママにお知
らせいただいたり、出産祝いにご活用
いただけましたら幸いです。

2021年度は助成金を受けて取り組んだプログラムでしたが、
2022年度からは自主事業として学校教育、企業の人財育成など
様々な場面で活用していただけるよう届けていきたいと考えて
います。
子育てを理解することは将来的に自分が子どもと共に暮らすか
どうかの選択のヒントにもなり得ます。またどのような選択を
しようとも社会全体で子育てを応援することが少子化が進む現
在においては最重要課題であり、本プログラムがその一助とな
ると考えています。
また、本プログラムはSDGsの目標にも結び付いており、受講す
ることで個々人がSDGsの目標達成に向けての行動の動機付けと
なると考えます。このため教育現場では探求学習や家庭科など
企業においても若手人財教育、女性が働きやすい職場づくり、
男性社員の育休準備教育、CSRとして社員研修にご活用いただけ
ます。
「みんなで子育て みんなが仲間」
社会全体で子育てをしていくため
の選択肢の一つとして、教材活用
含め県内外問わず広くこのプログ
ラムをご活用いただきたいと思っ
ております。つながり広げる取り
入れる、など皆様に御協力いただ
けたら幸いです。

妊娠出産子育ては女性の人生にとって大きなターニングポイ
ントです。喜びや楽しみもたくさんある反面、自分の思い通り
にならないことをたくさん経験し、不安や戸惑いも感じること
もあります。
多くの女性が小さな命を産み育み、そのような時間の中で、

一度は自己像を見失っても先輩ママや仲間との出会いや学びの
中で新たな自己を築いて、その後輝くことができることを私た
ちは知っています。
だから私たちはそこに寄り添いエンパワメントしていくために、0歳ママのための出逢いと学
びの場を準備してきました。ママの笑顔は子どもも家族も地域も笑顔にしていきます。ゆっく
り育児をしたいママにも職場復帰を控えているママにも充実の産後の時間をお届けします。

本講座は5月10日からスタートし、7月12日まで、1クール全6回開催します。第2クールを9月～
第3クールを12月～開催します。本講座の説明を聞く機会、開催場所の見学のためオープンキ
ャンパスも年3回実施します(4/19，6/28，10/25）

また、0歳ママ以外の方にも参加していただくことが出来る公開講座を年6回開催します。
公開講座の内容としては、
□上手に頼るコツを知る『受援力』UP講座
□あなたのやりたいを実現する時間術ワークショップ
□家族をチームにするための家シゴト見直し講座
□私が選ぶわたしの道～子どもと仕事どっちも大事～
□ママの世界を拡げる楽で楽しいコミュニケーション楽話術
□家族の未来を創るパートナーシップ講座 があります。

詳細は
こちらから
ご確認ください
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